
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート
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整備内容 運営体制
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事業費（人件費除く）の財源内訳

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

0 0 100,000
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Ａ
の
財
源
内
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国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債

0 0 0 100,000（Ａ） 事      業      費 0 0

人 2,160

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 0 0 0 720 1,440 102,160

人 人件費（Ｂ） 0.3人 720 人件費（Ｂ） 0.20 人件費（Ｂ） 0.1 1,4400 人件費（Ｂ） 人0 人件費（Ｂ） 人事業投入人員 人件費（Ｂ） 人

事業費計(A) 　 Σ 100,000事業費計(A) 　 Σ 0事業費計(A) 　 Σ 0事業費計(A) 　 Σ 0
　 　

事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0
　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　進捗率

(％)

工事

式 100,000システム開発経費 1
(千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　

事
業
内
容

平成１９年度 決算内容

(千円)
委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２２年度 計画内容 平成２３年度 計画内容 平成２４年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位

平成２０年度 決算内容 平成２１年度 計画内容
金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 年間運営費 千円

A

2 建設面積（延床面積）

配置（予定）人員 人

効率性 3
カルテの検索時間、診療計算が短縮される。

1 建設用地 運営主体

　委託先

有効性 4
カルテの管理と検索が容易になり、迅速な処理が可能になる。また、病院内の各科や病棟で必要なカルテが検索利用出来
る事から連携した管理運用が容易になる。

達成度

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

カルテの電子化のためシステム及び必要機器の導入を行う。

状
況
変
化
等

院内での調整を図りシステム化を計画する。

必要性 3
紙ベースカルテの保管場所確保の問題の解消や診察時のカルテ検索の時間を短縮し確実に患者データの引き出しと入力
により、患者及び医師の対応等に関して全体時間を短縮する。

関連事業
終了年度 平成 26 年度

開始年度 平成 24 年度

（※対象件数 月　5,000人

根拠法令・要綱等

実績 実績

目標目標

40
実績 60 実績 60

目標
40診療から会計までの待ち時間 病院での待ち時間の短縮 分

目標

目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H19 H20 H24 H25

患者・医師 患者の診療と診療費計算が時間短縮され、待ち時間の短縮ととも
に、カルテ管理業務が迅速に行うことが出来る。

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

牧野　頼悌 連絡先
24 1111

（内線） 219
担当部課

コード 評価者
氏　名名称 上野総合市民病院　医療業務課

目標

実績

目標

実績

基本計画該当頁 63 行革大綱の重点事項番号 7

100,000 100,000
実績 95,294実績 116,411

目標
施　策 1 市民病院の機能強化

細目

細々目
診察延べ患者数 人

目標

項

実績値

2
目 実績 実績

会議の開催 回
目標

目標値

款 H19 H20 H24 H25
活動指標 単位

単独

目標

事業名 2403 電子カルテ導入事業
会計

基　本
施　策

02 身近なところ高度な医療を提供する

コード 名            称

事業種別 新規

コード 名               称 区分

事業類型 Ⅰ ソフト事業 ２次評価対象分

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


